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（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、

現
代
社
会
は
、
様
々
な
事
件
、
貧
困
、

い
じ
め
と
い
っ
た
、
い
の
ち
が
脅
か
さ

れ
る
状
況
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

が
活
写
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
講
座
の
中
で
下
嶋
さ
ん
は
、

日
本
が
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
へ
と
突

き
進
ん
で
い
く
様
を
、
分
厚
い
資
料
を

も
と
に
歴
史
的
、
経
済
的
に
分
析
し
て

示
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
で
、
元
ひ
め
ゆ

り
学
徒
と
若
者
た
ち
の
対
話
と
実
践
を

紹
介
し
、
そ
の
取
り
組
み
を
「
生い
の
ち

の

仕
事
」
と
表
現
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、「
生い
の
ち

の
仕
事
」
と
は
、

何
だ
ろ
う
か
。
私
な
り
に
解
釈
す
る
と
、

「
戦
争
体
験
」
の
な
い
者
が
、
戦
争

体
験
を
「
継
承
」
し
、
戦
争
体
験
の
な

い
者
に
「
語
る
」
こ
と
は
可
能
か
―
―
。

こ
の
講
座
の
講
師
で
あ
る
下
嶋
哲
朗
さ

ん
は
、
沖
縄
で
元
ひ
め
ゆ
り
学
徒
と
、

高
校
生
・
大
学
生
の
若
者
た
ち
と
と
も

に
こ
の
難
題
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
実

践
は
著
書『
平
和
は「
退
屈
」で
す
か
』

（
岩
波
書
店
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、

若
者
た
ち
が
悩
み
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
や
り
方
で
戦
争
と
向
き
合
う
様
子

若
者
に
と
っ
て
そ
れ
は
よ
り
一
層
顕
著

で
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
、
若
者

た
ち
が
客
観
的
に
過
去
の
戦
争
を
知
っ

た
り
、
学
ん
だ
り
と
い
う
だ
け
で
は
な

く
、
我
が
事
と
し
て
目
の
前
の
体
験
者

の
戦
争
に
取
り
組
む
と
き
、
立
ち
現
れ

て
く
る
も
の
が
「
生い
の
ち

」
な
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

話
は
変
わ
る
が
、
国
立
市
で
は
、
今

年
「
原
爆
体
験
伝
承
者
育
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
開
講
し
、
原
爆
体
験
の
な
い

者
が
、
原
爆
体
験
を
継
承
し
、
原
爆
体

五
十
路
を
前
に
し
て
よ
う
や
く
結
婚

し
、
長
男
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
平
和
で

幸
せ
な
家
庭
を
希
求
す
る
気
持
ち
が
よ

り
一
層
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。
戦
後
７０

年
、
日
本
国
憲
法
と
い
う
平
和
憲
法
と

共
に
日
本
は
社
会
と
家
庭
が
両
輪
と
な

り
戦
後
の
奇
跡
的
復
興
を
成
し
遂
げ
て

き
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
な
社
会
の
中
で
家
庭
を

築
き
、
子
ど
も
を
育
て
た
い
と
い
う
親

の
切
な
る
願
い
と
は
裏
腹
に
、
現
在
平

和
憲
法
の
改
憲
論
議
が
ご
う
ご
う
と
議

論
さ
れ
て
、
国
民
の
理
解
が
不
十
分
な

ま
ま
防
衛
上
、
安
全
保
障
上
の
シ
ス
テ

ム
変
更
の
声
が
待
っ
た
な
し
の
状
況
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

子
を
持
つ
新
米
パ
パ
と
し
て
、
子
ど

も
と
家
庭
を
守
る
た
め
、
傍
観
者
と
し

験
の
な
い
者
に
語
る
と
い
う
試
み
を
開

始
し
た
。
私
も
参
加
者
の
一
人
で
あ
る

が
、
そ
の
他
２０
歳
代
か
ら
７０
歳
代
ま
で

様
々
な
方
が
参
加
し
て
お
り
、
中
に
は

被
爆
二
世
の
方
も
い
る
。

自
分
に
語
り
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の

か
と
不
安
を
抱
い
て
い
た
が
、
今
回
の

下
嶋
さ
ん
の
講
座
に
参
加
し
、
そ
れ
は

可
能
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
争

体
験
者
か
ら
渡
さ
れ
た
バ
ト
ン
を
つ
な

ぐ
た
め
、
自
分
な
り
に
「
生い
の
ち

の
仕
事
」

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

て
事
の
成
り
行
き
を
静
観
し
て
い
る
に

は
余
り
あ
り
ま
す
。
息
子
や
未
来
を
生

き
る
世
代
の
人
々
か
ら
、
現
在
に
生
き

る
親
や
大
人
た
ち
を
怠
惰
で
無
責
任
で

あ
っ
た
と
揶
揄
さ
れ
る
こ
と
を
回
避
す

る
た
め
に
何
か
新
た
に
行
動
で
示
さ
な

く
て
は
、
と
考
え
て
い
た
矢
先
に
「
公

民
館
だ
よ
り
」
で
昨
年
度
の
ピ
ー
ス
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参

加
者
募
集
の
案
内
を
目
に
し
た
の
で
あ

り
ま
し
た
。

昨
年
度
、
今
年
度
と
も
ピ
ー
ス
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
な
気
付

き
や
学
び
、
共
感
や
共
有
が
あ
り
ま
し

た
。年

代
や
立
場
な
ど
様
々
な
参
加
者
が

集
ま
っ
て
お
り
、
参
加
動
機
も
ま
ち
ま
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近
現
代
史
講
座
が
始
ま
っ
た
。

テ
ー
マ
は
「
東
ア
ジ
ア
地
域
の
歴
史

認
識
問
題
」。
そ
の
１
回
目
は
、
一
橋

大
学
教
授
・
吉
田
裕
さ
ん
の
「
歴
史
認

識
の
国
際
問
題
化
を
考
え
る
」。
２
回

目
は
、
元
学
芸
大
学
教
授
・
君
島
和
彦

さ
ん
の
「
歴
史
教
科
書
か
ら
見
た
日
本

と
韓
国
の
歴
史
」
だ
っ
た
。

こ
の
講
座
は
、
一
昨
年
の
公
民
館
図

書
室
月
報
に
、
朝
鮮
植
民
地
の
歴
史
に

関
す
る
書
籍
紹
介
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
改
め
て
近
現
代
の
、

特
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
歴
史
を

き
ち
ん
と
学
び
直
し
た
い
、
と
い
う
市

民
か
ら
の
希
望
も
あ
り
、
企
画
さ
れ
た

も
の
だ
と
い
う
。

吉
田
さ
ん
は
、
歴
史
認
識
問
題
は
各

々
の
国
民
や
民
族
の
自
己
認
識
の
根
幹

に
関
わ
る
問
題
な
の
で
、
冷
静
さ
を
失

う
と
対
立
の
火
種
に
な
る
、
だ
か
ら
こ

そ
歴
史
そ
の
も
の
を
正
確
に
み
る
こ
と
、

ま
た
戦
後
史
の
中
の
歴
史
認
識
問
題
、

と
い
う
発
想
が
大
切
、
と
お
話
し
さ
れ

た
。今

年
は
、
４
年
に
一
度
の
中
学
校
教

科
書
採
択
の
年
。
今
ま
さ
に
全
国
各
地

の
教
育
委
員
会
で
採
択
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
歴
史
認
識
が
国
際
問
題
化
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
の
声
と
「
非

戦
を
選
ぶ
演
劇
人
の
会
」
の
皆
様
フ
ィ

ー
チ
ャ
リ
ン
グ
演
出
に
よ
る
公
演
を
１０

月
に
見
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
い
。

昨
年
度
の
発
表
を
公
民
館
で
ご
覧
に

な
っ
て
今
年
度
ご
参
加
を
決
め
ら
れ
た

メ
ン
バ
ー
が
数
人
お
ら
れ
ま
す
。
日
本

国
憲
法
―
平
和
憲
法
を
私
た
ち
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
が
声
を
上
げ
て
伝

え
た
こ
と
が
、
今
回
の
開
催
に
繋
が
っ

た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
多
く
の

人
が
声
を
上
げ
て
日
本
国
憲
法
―
平
和

憲
法
に
つ
い
て
体
感
し
、
ま
た
社
会
に

お
い
て
も
声
で
身
近
な
人
に
伝
え
て
い

く
こ
と
に
よ
っ
て
憲
法
を
身
近
に
感
じ
、

理
解
す
る
手
段
と
な
ら
ん
こ
と
を
願
い

つ
つ
、
次
世
代
に
も
声
を
上
げ
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
今
年
度
の
発
表
会
に
つ
い
て
は
「
公
民

館
だ
よ
り
」
１０
月
号
に
詳
細
掲
載
予
定

ち
で
す
が
、
朗
読
劇
と
い
う
表
現
媒
体

を
通
じ
「
声
」
を
あ
げ
る
こ
と
で
人
に

伝
え
て
理
解
し
、
日
本
国
憲
法
に
つ
い

て
の
実
在
す
る
人
の
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ

集
め
て
凝
集
し
た
台
本
（
国
立
市
版
）

で
日
本
国
憲
法
を
学
ん
で
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
公
民
館
職
員

の
方
々
も
一
緒
に
参
加
し
、「
非
戦
を

選
ぶ
演
劇
人
の
会
」
の
プ
ロ
の
演
劇
集

団
メ
ン
バ
ー
の
指
導
を
仰
ぎ
つ
つ
、
参

加
者
が
自
由
に
声
を
上
げ
た
。
聴
い
て

い
て
心
地
良
く
、
日
本
国
憲
法
が
平
和

憲
法
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
し
て
身
体
の
中

で
振
動
す
る
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
ま
す
。

声
を
発
し
て
も
気
持
ち
よ
く
、
聴
い
て

も
気
持
ち
よ
く
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

終
え
た
後
は
、
平
和
の
声
の
シ
ャ
ワ
ー

を
浴
び
た
爽
快
感
が
残
り
ま
す
。

今
年
度
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
１０

月
１８
日
の
発
表
会
（
公
民
館
）
を
目
指

し
て
目
下
稽
古
中
で
す
。
是
非
、
日
本

国
憲
法
―
平
和
憲
法
に
か
け
る
私
た
ち

直
接
の
き
っ
か
け
の
１
つ
が
、
１
９
８

２
年
の
教
科
書
検
定
問
題
だ
そ
う
だ
。

ソ
ウ
ル
大
学
の
歴
史
教
育
科
に
２
年

間
在
籍
さ
れ
た
君
島
さ
ん
か
ら
は
、
教

科
書
編
纂さ
ん

側
か
ら
見
た
、
日
韓
の
歴
史

教
育
の
お
話
を
お
聞
き
し
た
。

韓
国
で
は
ノ
・
ム
ヒ
ョ
ン
政
権
時
に

民
主
化
が
進
み
、
新
し
い
教
育
課
程
が

公
布
さ
れ
、
２
０
１
２
年
か
ら
「
東
ア

ジ
ア
史
」
と
い
う
科
目
が
新
設
さ
れ
た
。

新
設
科
目
の
目
的
は
、
東
ア
ジ
ア
の

国
家
間
の
葛
藤
を
克
服
し
、
共
同
の
歴

史
認
識
の
形
成
を
目
指
す
も
の
だ
。
韓

国
で
は
「
東
ア
ジ
ア
史
」
教
科
書
が
、

自
国
史
的
発
想
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、

歴
史
教
育
の
方
向
性
を
変
え
て
い
る
と

い
う
。
こ
れ
ま
で
も
、
民
間
レ
ベ
ル
で

は
日
韓
や
日
中
韓
、
共
同
編
纂
の
歴
史

教
材
は
複
数
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
残

念
な
が
ら
「
教
科
書
」
と
い
う
形
で
は

な
い
。
講
座
の
最
後
に
、
日
中
韓
３
国

で
共
通
の
「
東
ア
ジ
ア
史
」
の
科
目
が

設
置
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
民
間
交
流
の

成
果
も
含
め
、
共
通
の
歴
史
教
科
書
を

作
成
で
き
た
ら
…
…
、
と
い
う
君
島
さ

ん
の
希
望
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

戦
後
70
年
の
今
年
は
、
国
立
市
公
民

館
60
周
年
の
年
で
も
あ
る
。
秋
に
は
記

念
事
業
が
行
わ
れ
、
記
念
誌
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
な
ど
も
作
ら
れ
る
予
定
だ
。

公
民
館
の
歴
史
は
、
戦
後
の
日
本
国

憲
法
の
も
と
、
市
民
が
力
を
合
わ
せ
て

築
き
上
げ
て
き
た
。
公
民
館
で
の
多
種

多
様
な
市
民
活
動
が
今
後
も
活
発
に
行

わ
れ
、
10
年
後
の
国
立
市
公
民
館
70
周

年
記
念
事
業
が
、
平
和
憲
法
の
も
と
、

戦
後
80
年
の
日
本
で
迎
え
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
い
。

自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

昨
年
度
の
発
表

今年度のワークショップ

【
連
続
講
座　

近
現
代
史
講
座
】

「
歴
史
認
識
の
国
際
問
題
化
を
考
え
る
」（
３
月
１３
日
開
催
）

「
歴
史
教
科
書
か
ら
見
た
日
本
と
韓
国
の
歴
史
」（
６
月
７
日
開
催
）に

参
加
し
て�

龍
野　

瑶
子（
西
）講座２回目（講師：君島和彦さん）の様子

講
座
関
連
図
書
は
公
民
館
図
書
室
に

所
蔵
し
て
い
ま
す
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と
こ
ろ　

広
場
コ
ー
ト

資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・
連

盟
加
入
者
。
複
は
二
人
共
右
記
い
ず
れ

か
に
該
当
。
壮
年
は
当
年
で
５０
歳
以
上
。

参
加
費　

一
般
千
５００
円　

連
盟
加
入
者

・
学
生
千
円　

ジ
ュ
ニ
ア　

在
住
・
在

学
・
在
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
の
小
・
中
学

生
５００
円　

右
記
以
外
の
小
中
学
生
千
円
。

締　

切　

８
月
１８
日
㈫
（
ジ
ュ
ニ
ア
は

１０
月
９
日
㈮
）

申
込
先　

各
ク
ラ
ブ
理
事
、
サ
ン
ラ
イ

ズ
テ
ニ
ス
（
５８０
）
２
４
４
１

連
絡
先　

平
田
（
５７４
）
０
５
３
４

詳
細
は
国
立
市
テ
ニ
ス
連
盟
Ｈ
Ｐ
参
照

少
年
野
球
大
会

と　

き　

９
月
13
日
㈰
～
１１
月
２９
日
㈰

の
日
曜
日
・
祝
日

と
こ
ろ　

処
理
場
上
部
グ
ラ
ウ
ン
ド

一
部
（
小
学
５
、６
年
生
）、二
部
（
小

学
４
年
生
以
下
）

連
絡
先　

稲
葉
０９０
（
２９０７
）
８
１
３
７

秋
季
タ
ー
ゲ
ッ
ト

�
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

と　

き　

９
月
１７
日
㈭
昼
１２
時
～
３
時

雨
天
２４
日
㈭

と
こ
ろ　

谷
保
第
三
公
園

資　

格　

国
立
Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会
員
、
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
者

参
加
費　

１
人
５００
円

申
込
方
法　

連
絡
先
に
電
話

申
込
締
切　

８
月
３１
日
㈪

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

と　

き　

一
般
男
子
の
部　

８
月
３０
日

㈰
～
１０
月
１８
日
㈰
の
日
曜
日
、
小
学
生

の
部　

９
月
１３
日
㈰
、
同
予
備
日　

９

月
２０
日
㈰

と
こ
ろ　

谷
保
第
三
公
園
、
多
摩
川
河

川
敷
球
場
、
処
理
場
上
部
公
園

代
表
者
会
議　

８
月
８
日
㈯
小
学
生
の

部　

夜
６
時
～
、
一
般
男
子
の
部　

夜

７
時
～
、
総
合
体
育
館
２
階
会
議
室

連
絡
先　

森
本
０９０
（
４５９７
）
４
０
６
２

秋
季
軟
式
野
球
大
会

と　

き　

９
月
６
日
㈰
～
１０
月
１８
日
㈰

の
日
曜
日
（
雨
天
順
延
）

と
こ
ろ　

多
摩
川
河
川
敷
公
園
野
球
場

資　

格　

市
内
在
住
・
在
勤
者
で
編
成

し
た
チ
ー
ム　

新
規
チ
ー
ム
は
要
連
絡

主
将
会
議　

８
月
５
日
㈬
夜
７
時
～
総

合
体
育
館　

第
二
会
議
室

連
絡
先　

天あ
ま

田だ

（
５７７
）
６
２
０
３

硬
式
テ
ニ
ス
大
会

種
目　

女
複
Ｂ
９
月
１２
日
㈯
、
男
子
複

Ｂ
９
月
１３
日
㈰
、
混
合
複
Ｂ
９
月
２０
日

㈰
、
女
複
Ａ
９
月
２６
日
㈯
、
男
複
Ａ
９

月
２７
日
㈰
、
女
単
・
男
壮
年
単
１０
月
３

日
㈯
、
男
単
Ｂ
１０
月
４
日
㈰
、
混
合
複

Ａ
１０
月
１０
日
㈯
、
男
単
Ａ
１０
月
１１
日
㈰
、

ジ
ュ
ニ
ア
単
１１
月
１
日
㈰
、
８
日
㈰

各
種
共
通
予
備
日　

１０
月
２４
日
㈯
、
１１

月
７
日
㈯
、
15
日
㈰
、
２２
日
㈰

連
絡
先　

岡
田
（
５７５
）
１
３
５
８

水
泳
大
会

と　

き　

９
月
２７
日
㈰
朝
９
時
～

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

資　

格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・

在
ク
ラ
ブ
者

参
加
制
限　

一
人
２
種
目
以
内
（
た
だ

し
リ
レ
ー
、
一
般
男
女
４００
ｍ
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
カ
ッ
プ
は
除
く
）
左
図
参
照

参
加
費　

個
人　

１
種
目
３００
円
、
リ
レ

ー
は
１
チ
ー
ム
千
円
※
小
学
生
は
、
一

種
目
１００
円
、
リ
レ
ー
１
チ
ー
ム
４００
円

申
込
受
付　

８
月
２２
日
㈯
、
２３
日
㈰
い

ず
れ
も
昼
１
時
半
～
４
時
、
総
合
体
育

館
ロ
ビ
ー
。
小
中
学
生
の
参
加
は
父
母

の
承
諾
書
が
必
要
（
要
印
鑑
）。
電
話

に
よ
る
申
込
み
は
受
付
け
ま
せ
ん
。
申

込
書
は
事
前
に
総
合
体
育
館
ロ
ビ
ー
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。
競
技
種
目
・
年
齢

区
分
の
詳
細
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　

中
村（
５７２
）１
６
５
５
（
夜
）

サ
ッ
カ
ー
大
会

■
一
般
の
部

と　

き　

１０
月
～
１１
月
の
日
曜
日

と
こ
ろ　

河
川
敷
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

資　

格　

①
１８
歳
以
上
の
在
住
・
在
勤

者
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
。
②
日
本
サ

ッ
カ
ー
協
会
認
定
の
審
判
資
格
保
持
者

を
３
名
以
上
登
録
で
き
る
こ
と
。
③
ス

ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
。

④
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
正
副
２
式
所
有
の

こ
と
。

参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
万
５
千
円

申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
に
チ
ー
ム
名
、
代

表
者
名
、
連
絡
先
を
明
記
し
て
左
記
住

所
へ
送
付

申
込
先　

〒
１８６
―
０００１　

国
立
市
北
１
―
１

―
７　

内
堀
一
博　

宛

締　

切　

８
月
２３
日
㈰
着
ま
で

連
絡
先　

内
堀
（
５７７
）
３
２
４
８

■
少
年
の
部

と　

き　

９
月
～
１１
月
の
土
曜
日

と
こ
ろ　

河
川
敷
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
及

び
市
内
小
中
学
校
校
庭

学習権とは問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、

第５４回　国立市民体育祭
主催　国立市体育協会加盟団体

後援　国立市教育委員会　くにたち文化・スポーツ振興財団

自由形 平泳ぎ 背泳ぎ バタフライ 個人
メドレー リレー メドレー

リレー
小学１・２年生 ２５ｍ １００ｍ小学３・４年生
小学５・６年生 ５０ｍ中学／高校／一般 １００ｍ ２００ｍ
４０歳　以　上 ２５ｍ６０歳　以　上
チャレンジカップ １００ｍ
一　　　　　般 ４００ｍ
リ　レ　ー　※ ※４名の合計年齢が１６０才以上・２４０才以上が参加条件。 １００ｍ
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バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

■
女
子
の
部

と　

き　

１０
月
２５
日
㈰
朝
９
時
～

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

抽
選
会　

１０
月
９
日
㈮
夜
７
時
～

総
合
体
育
館　

２
階
会
議
室

資　

格　

連
盟
加
盟
チ
ー
ム
及
び
市
内

在
住・在
勤・在
学
者
（
高
校
生
以
上
）

に
よ
り
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

参
加
費　

加
盟
チ
ー
ム　

２
千
５００
円

未
加
盟
チ
ー
ム　
７
千
円

連
絡
先　

矢
口
０９０
（
２４２５
）
２
３
１
９

■
男
子
の
部

と　

き　

１１
月
３
日
㈷
朝
９
時
～

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

連
絡
先　

佐
土
原
（
５７５
）
７
６
６
１

※
詳
細
は
各
連
絡
先
ま
で

日
本
拳
法
大
会

と　

き　

１０
月
２５
日
㈰
朝
１０
時
半
～

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館　

第
二
体
育
室

試　

合　

空
乱
撃
・
実
乱
撃

種　

目　

空
乱
撃
（
小
学
生
・
中
学
生

・
一
般
）、
実
乱
撃
（
一
般
）

資　

格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

及
び
日
本
拳
法
会
員

参
加
費　

５００
円

受　

付　

１０
月
１１
日
㈰
ま
で
防
具
使
用

に
つ
き
、
必
ず
事
前
に
問
い
合
せ
の
こ

と
。

連
絡
先　

日
本
拳
法
会
事
務
局

　
　
　
　

浅
見
０８０
（
２２４５
）
７
５
０
５

プ
レ
ー
費　

１
万
８
千
円　

カ
ー
ト
・

キ
ャ
デ
ィ
ー
・
食
事
付

募
集
人
員　

１２０
名
（
先
着
順
）

連
絡
先　

時
田
（
５７５
）
１
１
８
８

陸
上
競
技
選
手
権
大
会

と　

き　

１０
月
１８
日
㈰
朝
９
時
～
（
雨

天
決
行
）

と
こ
ろ　

一
橋
大
学
陸
上
競
技
場

種　

目　

一
般
男
子
（
１３
種
目
）
１００
・

２００
・
４００
・
８００
・
千
５００
・
５
千
ｍ
・
１００
ｍ

（
３５
・
４０
歳
以
上
）、
４００
ｍ
リ
レ
ー
、

走
幅
跳
、
走
高
飛
、
砲
丸
投
、
円
盤
投
。

一
般
女
子
（
８
種
目
）
１００
・
２００
・
４００
・

８００
ｍ
、
５
千
ｍ
（
４０
歳
以
上
）、
４００
ｍ

リ
レ
ー
、
走
幅
跳
、
走
高
飛
。
高
校
男

子
（
９
種
目
）
１００
・
２００
・
４００
・
８００
・
千

５００
・
５
千
ｍ
、
４００
ｍ
リ
レ
ー
、
走
幅
跳
、

走
高
飛
。
中
学
男
子
（
１０
種
目
）
１００
・

２００
ｍ
（
学
年
別
）、
２
千
ｍ
、
４００
ｍ
リ

レ
ー
、
走
幅
跳
、
走
高
飛
。
中
学
女
子

（
１０
種
目
）
１００
・
２００
ｍ
（
学
年
別
）、

８００
ｍ
、
４００
ｍ
リ
レ
ー
、
走
幅
跳
、
走
高

飛
。
小
学
生　

１００
ｍ
、
４００
ｍ
リ
レ
ー

参
加
制
限　

リ
レ
ー
を
除
き
１
人
３
種

目
、
女
子
は
一
般
、
高
校
の
区
別
な
し

資　

格　

市
内
在
住
、
在
勤
者

参
加
費　

一
般
５００
円
、
高
校
生
３００
円
、

中
学
生
２００
円
、
リ
レ
ー
の
み
５００
円
、
小

学
生
２００
円

受　

付　

郵
送
の
み　

９
月
１０
日
締
切

連
絡
先　

〒
１８６
―
０００１　

国
立
市
北
２
―
１０

―
６　

関
口
巳
之
吉
（
５７２
）
７
４
５
４

資　

格　

①
国
立
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
少

年
部
登
録
チ
ー
ム
及
び
市
内
小
中
学
校

チ
ー
ム
、
②
選
手
を
１１
名
以
上
登
録
で

き
る
こ
と
、
③
大
人
の
責
任
者
が
引
率

で
き
る
こ
と
。
引
率
は
学
生
不
可
。

参
加
費　

１
チ
ー
ム
５００
円

申
込
方
法　

左
記
に
電
話

申
込
先　

内
堀
（
５７７
）
３
２
４
８

締　

切　

８
月
２３
日
㈰

剣
道
大
会

と　

き　

１０
月
４
日
㈰
９
時
～

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

資　

格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

小
学
生
か
ら
高
校
生

参
加
費　

国
立
剣
道
連
盟
会
員
以
外
５００

円申
込
先　

国
立
第
五
小
学
校
稽
古
日
の

水
曜
日
夜
７
時
～
８
時
半
、
日
曜
日
朝

９
時
～
１１
時

連
絡
先　

樋
口
（
５７５
）
７
５
９
９

国
立
市
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

と　

き　

１０
月
８
日
㈭

と
こ
ろ　

メ
イ
プ
ル
ポ
イ
ン
ト
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
リ
ゾ
ー
ト
ト
ラ
ス
ト
レ
デ
ィ
ス

開
催
コ
ー
ス

資　

格　

市
内
在
住
・
在
勤
者
・
ゴ
ル

フ
協
会
役
員
が
認
め
た
方

方　

法　

１８
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ

ー
（
新
ペ
リ
ア
方
式
）

登
録
費　

２
千
５００
円
、
賞
品
代
・
通
信

費
・
参
加
賞

ア
ク
ア
ス
ロ
ン
大
会

と　

き　

１１
月
３
日
㈷

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館
及
び
周
辺

資　

格　

小
学
生
以
上
の
健
康
な
方

種　

目　

小
学
生
低
学
年
の
部　

ス
イ

ム
５０
ｍ
・
ラ
ン
０．５
㎞　

小
学
生
高
学
年

の
部　

ス
イ
ム
１００
ｍ
・
ラ
ン
１
㎞　

一

般
の
部
Ａ
（
中
学
生
以
上
）
ス
イ
ム
２００

ｍ
・
ラ
ン
２
㎞　

一
般
の
部
Ｂ
（
高
校

生
以
上
）
ス
イ
ム
３００
ｍ
・
ラ
ン
３
㎞　

親
子
の
部
Ａ
（
小
学
１
～
３
年
と
保
護

者
）
ス
イ
ム
子
５０
ｍ
・
親
１００
ｍ　

ラ
ン

親
子
０．５
㎞　

親
子
の
部
Ｂ
（
小
学
４
～

６
年
と
保
護
者
）
ス
イ
ム
子
１００
ｍ
・
親

１００
ｍ
、
ラ
ン
親
子
１
㎞

参
加
費　

小
学
生
低
学
年
の
部
千
円

小
学
生
高
学
年
の
部
千
円　

一
般
の
部

Ａ
千
５００
円　

一
般
の
部
Ｂ
２
千
円　

親

子
の
部
Ａ
２
千
円　

親
子
の
部
Ｂ
２
千

円
。

受　

付　

８
月
下
旬
よ
り

連
絡
先　

吉
野
０９０
（
７１７６
）
１
０
６
８

秋
季
卓
球
大
会

と　

き　

１１
月
８
日
㈰
朝
９
時
開
場

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

資　

格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・

在
ク
ラ
ブ
・
在
サ
ー
ク
ル
所
属
者
お
よ

び
連
盟
登
録
者

種　

目　

年
代
別
男
女
、
小
学
生
・
中

学
生
・
青
年
・
４０
代
・
５０
代
・
６０
代
・

７０
代
～
、一
般
男
女（
年
代
別
重
複
可
）

参
加
費　

小
中
学
生
・
６０
・
７０
代
５００
円
、

一
般
と
他
の
年
代
別
は
７００
円

申　

込　

１０
月
１１
日
㈰
締
切

連
絡
先　

外と

谷や

（
５７５
）
４
７
２
２

月
曜
休
み

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

と　

き　

１１
月
２２
日
㈰
朝
９
時
～

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

資　

格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

種　

目　

一
般
男
女
ダ
ブ
ル
ス
（
一
部

・
二
部
・
三
部
）

参
加
費　

１
ペ
ア　

２
千
円

申
込
受
付　

１１
月
７
日
㈯
夜
６
時
～
７

時　

総
合
体
育
館　

会
議
室

連
絡
先　

丹
野
（
５７６
）
８
８
５
２

　
　
　
　

明あ
け

田た

（
５７５
）
２
３
７
２

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

と　

き　

中
学
男
女
１１
月
２９
日
㈰
朝
９

時
～
、
予
備
日
１２
月
６
日
㈰
、
一
般
及

び
シ
ニ
ア
男
女
１０
月
１８
日
㈰
朝
９
時
～

予
備
日
１０
月
２５
日
㈰

と
こ
ろ　

広
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

試　

合　

ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦

資　

格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・

連
盟
会
員

参
加
費　

１
人
５００
円
（
中
学
生
無
料
、

高
校
生
２００
円
）

受　

付　

中
学
男
女
１１
月
１４
日
㈯
・
一

般
及
び
シ
ニ
ア
１０
月
３
日
㈯
締
切

申
込
先　

国
立
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

連
絡
先　

加
藤
（
５７２
）
４
７
２
８

個人的・集団的力量を発達させる権利である。
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学習権とはあらゆる教育の手だてを得る権利であり、

お　話　上原　隼
はやと

（桐朋中学・高等学校教諭）
　　　　桐朋中学・高等学校地学部

桐朋中学・高等学校のプラネタリウムを使って、四季折
々の星座や惑星のお話をしていただきます。天気が良けれ
ば天体望遠鏡などを見学し、太陽の黒点を見てみます。

と　き� ８月２２日（土）朝１０時～１１時半ごろ
ところ� 桐朋中学・高等学校　教科教室棟（４階）
� ＊入口は北門（桐朋学園通り）です。
用　意　上履き、靴袋をお持ちください。（土足厳禁です）
対　象　子どもと保護者　定員　6５名（申込先着順）
申込先� ８月１１日（火）朝９時～
� 公民館　☎（５７２）５１４１

お　話　栗原　俊雄（毎日新聞社）

沖縄や硫黄島、シベリアで、いまも親族の遺骨を探し続
ける人々がいます。
第二次世界大戦では3１０万人もの死者がでました。「東京

大空襲」で１０万人、広島の原爆で１４万人、長崎で７万人が
亡くなりました。国外でもフィリピンやガダルカナルなど
で多くの戦没者がでたことは広く知られています。
一方で、亡くなった人々の膨大な遺骨がその後どうなっ

たのかは、あまり知られていません。日本は敗戦の焦土から
復興を遂げましたが、戦後７０年間、戦争にまつわるおびただ
しい負の遺産をそのままにしてきました。「戦没者の遺骨」
はその象徴に他ならないと著者は訴えます。戦争とは？　
国家とは？　遺骨から日本の戦後を見つめたいと思います。

〈栗原さんの本〉
『遺骨』『シベリア抑留―未完の悲劇―』（岩波新書）ほか

と　き　８月３０日（日）昼２時～４時
ところ　福祉会館　３階中会議室　定員　４０名（先着順）
＊ご自由においでください。

講　師　高田　朋
とも

枝
え

（日本パラリンピアンズ協会理事）

「パラスポーツ（しょうがいしゃスポーツ）」って知って
いますか？　しょうがいしゃが楽しみ競い合えるように考
案されたスポーツの総称ですが、ルールによって色々な人
が参加できるスポーツもあります。「ゴールボール」もそ
のひとつです。アイシェード（目隠し）を着用した３名の
プレーヤー同士が、コート内で鈴入りボールを転がすよう
に投球し合い、相手ゴールにボールを入れ得点するパラリ
ンピックの視覚障害者の正式種目（球技）で、晴眼者、視
覚障害者ともに参加することができます。
そこで今回は、北京パラリンピックゴールボール日本代
表を経験し、現在でもゴールボールの普及活動にご尽力さ
れている高田さんに、ゴールボール、パラスポーツの魅力
を教えていただき、皆で楽しめるスポーツのあり方につい
て考え、実践していきたいと思います。

と　き　９月１２日・１０月１０日（土）夕４時～６時頃まで
ところ　総合体育館　第二体育室（富士見台２―４８―１）
定　員　3０名（申込み先着順）　※１回のみの参加も可
申込先　８月７日（金）朝９時～
� 公民館☎（５７２）５１４１

■総合体育館へのアクセス

監督　実相寺昭雄、吉田しげつぐ　　原作　壺井栄
脚本　田中澄江　ナレーター　奈良岡朋子
声の出演　　倍賞千恵子ほか

瀬戸内海・小豆島を舞台に、分校に赴任してきた大石先
生と１２人の教え子たちの、２０年間に及ぶ交流を描いた壺井
栄の名作『二十四の瞳』を、実写とアニメーションを織り
交ぜて表現するという斬新な方法で映画化。戦争に向かう
時代の波に翻弄されながらも、明るく健気に生きる１２人の
教え子たちの姿が感動を呼ぶ秀作アニメーションです。

と　き　８月２３日（日）昼２時～
ところ　南市民プラザ　多目的ホール
定　員　５０名（当日先着順）
＊ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は
入場を制限させていただきます。

■南市民プラザへのアクセス

プラネタリウムで
 星を見よう！

パラスポーツをやってみよう！
「ゴールボール体験講座」

～2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けて～

親子で遊ぼう・考えよう
遺骨から見える戦後
～戦没者310万人の戦後史～

〈図書室のつどい〉

〈公民館　南市民プラザ映画会〉

１₉₈０年　東京ムービー新社＝フジテレビ　カラー　７１分
『二十四の瞳』

＊
Ｊ
Ｒ
南
武
線
矢
川
駅
よ
り
徒
歩
１５
分

＊
立
川
バ
ス
：
国
立
泉
団
地
行
き
終
点

下
車
１
分

＊
く
に
っ
こ
バ
ス
：「
く
に
た
ち
南
市

民
プ
ラ
ザ
」
下
車

 1 

 

谷保矢川

公園

 

市役所

小ＵＲ団地

さくら通り

バス通り 総合体育館
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休館中の受付時間は土、日、祝日を除く朝９時から夕５時まで。

■基調講演
テーマ「持続可能な社会づくりと公民館」
講演者　末本誠（神戸大学名誉教授）

■シンポジウム
テーマ「持続可能な社会づくりと公民館の
� 新たな可能性（仮）」
シンポジスト
末本誠（神戸大学名誉教授）
神代浩（元文部科学省生涯学習政策局社会教育課長）
木下巨一（長野県飯田市公民館職員）
井口啓太郎（東京都国立市公民館職員）
コーディネーター
上田幸夫（日本体育大学）

と　き　平成２７年１１月１４日（土）朝１０時～夕４時
	 受付　朝９時半～
ところ　小平市民文化会館（ルネこだいら）
主　催　関東甲信越静公民館連絡協議会
	 公益社団法人全国公民館連合会
	 東京都公民館連絡協議会
参加費　３，５００円
申込締切　８月３１日（月）
問合先　公民館☎（５７２）５１４１
※開催要項（所定の申込用紙）は市役所３階生涯学習課で
配布しています。

講演と対談�

　　児
こ

美
み

川
かわ

孝一郎（法政大学キャリアデザイン学部）�
　　　　　　　　　　　　×�
� 石井正宏（（株）シェアするココロ）

近年、「仕事の世界」の構造的な変化によって、「学校か
ら仕事」へのはしごは、グラグラと揺らいでいます。
誰だって学校を中退したり、卒業しても就職しなかった

りすることがあるかもしれない。ある日突然、いろいろな
困難が降りかかることもあるかもしれない。それを乗り越
えながら自分らしい人生を歩むために、どんな選択肢があ
るのだろう。「仕事の世界」で生き抜くために、どんな力
が必要なのだろう。大人や地域、そして学校は、どのよう
に支えてくれるのだろう。
今回は、キャリアデザインを教える教育学者・児美川さ

ん、高校等と連携して若者に寄り添う現場支援者・石井さ
んと一緒に、その「ココロ」をシェアしたいと思います。

と　き　９月１３日（日）昼２時～４時３０分
ところ　ＮＨＫ学園東京本校（国立市富士見台２―３６―２）
	 ＊国立駅南口から徒歩約１８分。バス（４番のりば

乗車）約５分「国立高校前」下車。谷保駅から
徒歩約８分。

定　員　１００名（申込先着順）
申込先　公民館へいずれかの方法でお申込みください。
	 ☎（５７２） ５ １ ４ １ 　　FAX（５７３）０４８０
	 メール　a20@whi.m-net.ne.jp

公民館は空調設備工事のため、８月１日から全面休館に入りました。休館中は下記の代替施設を、日頃の学習活動等に
ご利用ください（利用は無料です）。休館明けの会場および図書室の利用に関する詳細は、「公民館だより」９月号に掲載
します。休館中も講座申込み、会場申込み、その他問い合せは、公民館☎（５７２） ５ １ ４ １ までお願いします。

■休館期間　８月１日（土）から９月３０日（水）まで（※公民館の会場利用は10月10日からの予定）
■８月の代替施設　国立市立第八小学校（中１―３―１）教室（３０人程度）２部屋
■９月の代替施設　①商工振興（株）第２ビル（中１―１７―２６）小集会室（１０人程度）
　　　　　　　　　②商工振興（株）第３ビル（中１―１６―３２）コミュニティルーム（３０人程度）
■利用時間　８月、９月いずれも朝９時３０分から夜８時まで
　　　①午前枠（朝９時３０分～昼１時）②午後枠（昼１時～夕５時）③夜間枠（夕５時～夜８時）
　　　＊①～③の中で、必要な時間をご利用ください。
　　　＊利用できるのは、１団体につき、週（火曜～日曜）１回までです。
■申込方法
公民館（☎５７２―５１４１）までお電話ください。
受付時間は土、日、祝日を除く朝９時から夕５時まで。
＊申込み後のキャンセルは、必ず前日の夕５時までにご連絡ください。
（土日祝日利用の場合は、金曜日の夕５時まで）
＊利用日の当日申込みは受付け出来ません。

第５６回関東甲信越静公民館研究大会
（兼　第５２回東京都公民館研究大会）

地域で支える若者の生きる力
―学校から仕事へ、新しい生き方へ―

公民館・ＮＨＫ学園高等学校共催

～東京発、戦後７０年目の温故知新～
『公民館　その新たな可能性』

公民館の休館 (8月・9月 ) に伴うお知らせ

①

②

第八小学校
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公民館は６０周年を迎えるのですね。
今から５３年前、私が2０歳頃でございます。
その頃の公民館は、元警察署でしたので牢屋が二部屋ございました。
当時青年学級と言うのがございまして、たくさんのお店で働いている店員

さん達が夜８時頃から集まり、皆さんで歌を歌ったり、お話を聞かせてい
ただいたり、また女性の方には専門の本田先生からお茶やお花を習わせて
いただきました。

先生方は徳永先生、伊東先生、森田先生、先生方は
皆様、国立市役所の職員でいらっしゃいました。一段
落しますとみんなでいろんなお話を始めます。みなさ
んは地方から来ていらっしゃる方がほとんどなので、
方言が混ざりながらお話をなさいますと、笑いがと
まらなくなるほど、楽しいお話が次から次へと続
きます。時間が経つのも忘れてしまいます。私ど
もの家でも洋服仕立業でしたから北海道から４人
のお針子さんが住み込みでいましたので、み
んな青年学級に行くのを楽しみにしました。

みなさんは青年学級に少しでも早く来たい
ために、一生懸命にお店の仕事
を終わらせ、青年学級にいらっ
しゃいます。みなさんはここに
来ると、一日の疲れがとれると
言う位楽しい青年学級だと口々
に言っていました。色々な行事
もありました。七夕祭りや盆踊
りや地方にキャンプに行った
り、ハイキング等にもいきまし
た。今思い出しても楽しい青年
学級でした。

公民館からのお知らせは、ＨＰにも掲載しています。http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kominkan/

この連載では、公民館6０周年を記念して、公民館との関わりを市民の皆さんに書いていただいています。
前回は、現在公民館で活動をしている２０代の若者・入山さんに文章を書いていただきました。今回は約５０年前、
公民館で活動していた若者たちの様子をご紹介します。
� 井戸　清子（西）

国立市公民館60周年記念

〈連載〉シリーズ・私と公民館③

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

７
月
１４
日
（
火
）
第
3０
期
第
９
回
定

例
会
を
開
催
。
委
員
１3
名
、
館
長
、
職

員
２
名
が
出
席
。
傍
聴
１
名
。

前
回
の
議
事
録
確
認
・
報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

７
月
号
掲
載
の
公
民
館
代
替
施
設
に

つ
い
て
、
各
委
員
よ
り
意
見
あ
り
。

○
社
会
教
育
委
員
の
会

第
２
回
定
例
会
を
開
催
。
生
涯
学
習

振
興
・
推
進
計
画
に
係
る
諮
問
に
つ
い

て
、
市
か
ら
説
明
。
当
計
画
は
国
立
市

初
。
公
民
館
に
つ
い
て
も
規
定
さ
れ
る
。

○
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

９
月
の
委
員
部
会
研
修
会
に
国
立
市

は
事
例
発
表
予
定
。
小
金
井
市
は
公
民

館
の
業
務
委
託
を
検
討
。

○
休
館
中
の
代
替
措
置
に
つ
い
て

各
委
員
の
主
な
意
見
は
以
下
の
通
り
。

公
運
審
と
し
て
代
替
施
設
の
是
非
を
先

に
議
論
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
有
料
・
登

録
制
で
は
な
く
、
無
料
で
誰
で
も
使
え

る
こ
と
の
保
障
が
大
切
。
公
民
館
は
場

所
貸
し
だ
け
の
施
設
で
は
な
く
、
企
画

や
事
業
を
す
る
と
こ
ろ
、
代
替
施
設
は

不
要
。
利
用
は
市
民
の
権
利
、
代
替
は

用
意
す
べ
き
。
公
民
館
の
教
育
事
業
の

継
続
性
が
大
事
。
市
民
活
動
支
援
の
観

点
か
ら
は
よ
か
っ
た
。
館
の
教
育
的
役

割
を
議
論
す
べ
き
。

議
事

○
第
２９
期
公
運
審
答
申
に
つ
い
て

答
申
中
「
高
齢
者
の
生
き
が
い
を
得

ら
れ
る
場
づ
く
り
」
を
議
論
。
次
回
に

続
く
。

次
回
は
休
館
中
に
つ
き
、
８
月
１１
日

（
火
）午
後
７
時
１５
分
か
ら
、
市
役
所
３

階
教
育
委
員
会
室
。傍
聴
歓
迎
。（
富
田
）

公
民
館
で
は
、
１
９
６
０
（
昭
和

3５
）
年
８
月
に
、「
国
立
町
商
工
青
年

学
級
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

当
時
主
に
東
北
地
域
か
ら
集
団
就
職
で

国
立
町
に
来
て
、
商
店
に
住
み
込
み
で

働
い
て
い
る
勤
労
青
年
に
向
け
て
開
催

さ
れ
た
公
民
館
事
業
で
す
。

今
回
は
、
当
時
の
商
工
青
年
学
級
の

参
加
者
だ
っ
た
井
戸
清
子
さ
ん
が
、
公

民
館
が
6０
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
知
っ

て
お
手
紙
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
９
６
２
（
昭
和
3７
）
年
５
月
号
の

「
公
民
館
だ
よ
り
」
を
紐
解
く
と
、
井

戸
さ
ん
が
参
加
し
た
商
工
青
年
学
級
の

様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、

国
立
町
に
は
南
部
農
業
地
域
に
青
年
団

を
中
心
と
し
た
第
一
青
年
学
級
が
、
北

部
商
業
地
域
に
は
商
工
青
年
学
級
が
あ

り
ま
し
た
。︿
生
き
る
希
望
と
楽
し
み

の
た
め
に
﹀︿
社
会
人
の
知
識
、
技
能

の
習
得
の
た
め
に
﹀
と
い
う
目
標
の
も

と
、
毎
週
３
回
夜
８
～
１０
時
、
一
般
教

養
、
職
業
実
技
講
座
、
グ
ル
ー
プ
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
１５
歳
か
ら
２５

歳
ま
で
の
働
い
て
い
る
青
年
が
約
５０
名

参
加
し
て
い
ま
し
た
。

七夕祭りの記憶

「公民館だより」
₁₉₆₂年５月号
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＊印は参加自由、他は事前申込みが必要です。

今月の公民館（８月、９月初）

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
２
８
７
〉�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

い
き
い
き
市
民

協
働
ネ
ッ
ト　

ｉア
イｰ

Ｃキ

ャ

ン
Ａ
Ｎ

と
笑
顔
が
一
杯
！
ス
タ
ッ
フ
も
孫
世
代

と
の
楽
し
い
ひ
と
時
だ
っ
た
よ
う
だ
。

パ
ソ
コ
ン
教
室
は
２
０
０
１
年
に
開

講
し
、
特
に
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
（
自
分
の

わ
か
ら
な
い
所
を
学
ぶ
）
講
座
・
初
心

者
講
座
が
人
気
の
よ
う
。
い
ず
れ
も
有

料
だ
が
、
シ
ニ
ア
講
師
陣
の
丁
寧
な
指

導
は
大
変
好
評
、
市
民
生
活
の
豊
か
な

Ｉ
Ｔ
化
に
寄
与
し
て
い
る
。
数
年
前
に

は
、
市
・
都
か
ら
パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ

ッ
ト
講
座
を
受
託
し
、
実
施
し
た
。

そ
の
他
の
事
業
と
し
て
は
、
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
、
見
学
会
、
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
の
販
売
と
セ
ミ
ナ
ー
、
国
立

市
商
業
協
同
組
合
と
協
働
の
花
ま
つ
り

な
ど
が
あ
る
。

ち
な
み
に
「
く
に
っ
こ
」
の
名
称
、

デ
ザ
イ
ン
共
に
メ
ン
バ
ー
の
制
作
だ
。

連
絡
先　

川
上　

０８０
（
６６０２
）
７
８
３
４

�

〈
文　

井
上
惠
子
〉

ｉ

－

Ｃ
Ａ
Ｎ
は
一
芸
一
能
を
も
ち
よ

り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
企
画
・
活

動
を
楽
し
ん
で
い
る
集
団
。
数
あ
る
事

業
の
中
で
取
材
し
た
の
は
、
こ
ど
も
科

学
実
験
教
室
と
パ
ソ
コ
ン
教
室
だ
。

こ
ど
も
科
学
実
験
教
室
は
２
０
０
３

年
以
降
、
こ
ど
も
の
理
科
離
れ
を
食
い

止
め
、
将
来
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
も
（
？
）

と
、
児
童
館
と
共
催
で
隔
月
に
開
講
し

て
い
る
。今
回
は
矢
川
児
童
館
で
の「
ロ

ケ
ッ
ト
カ
ー
作
り
」
を
取
材
。
風
船
か

ら
ふ
き
出
す
空
気
の
力
で
車
を
動
か
し

「
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
法
則
」
の
１
つ
を
体

験
し
た
。
こ
の
実
験
教
材
は
、
ア
ジ
レ

ン
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
の
社
会
奉
仕
活

動
の
一
環
と
し
て
、
世
界
共
通
、
毎
回

無
償
で
提
供
を
う
け
て
い
る
。

今
回
の
参
加
は
小
学
生
１４
名
、
ス
タ

ッ
フ
は
６
名
。
は
じ
め
は
学
校
の
授
業

の
よ
う
で
子
ど
も
達
は
モ
ジ
モ
ジ
。
と

こ
ろ
が
各
人
各
様
の
設
計
図
を
書
き
、

台
車
を
作
り
、
タ
イ
ヤ
や
ス
ト
ロ
ー
つ

き
の
風
船
を
つ
け
て
い
く
う
ち
に
す
っ

か
り
遊
び
気
分
に
。
出
来
上
が
る
ま
で

約
２
時
間
。
イ
ザ
！
と
風
船
を
ふ
く
ら

ま
せ
て
床
に
置
く
。
サ
ー
ッ
と
走
る
車
、

エ
ッ
？
と
止
ま
っ
た
ま
ま
の
車
、
急
遽

ア
チ
コ
チ
手
直
し
、
結
果
的
に
は
み
ん

な
立
派
に
走
っ
た
。「
タ
ノ
シ
ー
イ
！
」

ひ
ろ
ば

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
。
楽
し

み
な
が
ら
全
て
の
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
と

な
る
体
幹
を
み
っ
ち
り
鍛
え
ま
す
。
幼

児
～
小
学
生
対
象
。
講
師
塩
野
啓
子
先

生
。
体
験
有
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

日
時　

毎
週
金
曜
日
昼
３
時
～
４
時
～

場
所　

総
合
体
育
館　

第
１
、
第
３

連
絡
先　

椎
名
０９０
（
８５０９
）
１
２
２
９

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
会
員
募
集
中
！

毎
週
学
校
開
放
日
を
利
用
し
て
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
ん
で
い
る
会
で
す
。

「
八
小
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好
会
」
で
す
。

初
心
者
の
方
も
親
切
に
指
導
致
し
ま
す
。

「
八
小
バ
ド
」
で
検
索
方

日
時　

毎
週
土
曜
日　

午
後

場
所　

第
四
小
学
校
等

連
絡
先　

水
谷
０８０（
６９６４
）６
１
３
１（
夜
）

国
立
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

水
泳
を
楽
し
み
な
が
ら
健
康
増
進
。

コ
ー
チ
の
指
導
を
受
け
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
毎
夏
、
海
や
湖

で
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ス
イ
ム
も
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
体
験
可
。

日
時　

毎
週
火
曜
日　

夜
８
～
９
時

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

土
山
（
５７５
）
３
２
０
０

デ
ジ
タ
ル
写
楽
の
会
員
募
集

デ
ジ
タ
ル
写
楽
は
初
心
者
中
心
の
ク

ラ
ブ
で
す
。
良
い
写
真
の
撮
り
方
を
学

ぶ
事
と
会
員
の
親
睦
を
目
標
と
し
ま
す
。

月
二
回
撮
影
会
・
一
回
合
評
会
を
実
施

し
ま
す
。
会
費
２
千
円
、
入
会
費
無
し
。

日
時　

毎
月
第
一
、
三
金
曜
日
撮
影
会

場
所　

公
民
館
ま
た
は
近
隣
の
景
勝
地

連
絡
先　

竹
山
０４２
（
５７７
）
８
５
２
４

食
ア
レ
サ
ー
ク
ル
「
に
こ
に
こ
」

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
を
持
つ
マ
マ

た
ち
で
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
？
卵

・
小
麦
・
乳
ア
レ
の
３
歳
・
１
歳
の
子

が
い
る
マ
マ
が
立
ち
あ
げ
ま
し
た
。
ご

連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

日
時　

月
一
回
火
曜
ま
た
は
木
曜
午
前

場
所　

市
内
の
集
会
所
な
ど

連
絡
先　

大お
お

坂さ
か

０９０
（
３５３７
）
２
８
８
８

ブ
リ
ー
ジ
ン
グ
・
ヨ
ガ

ゆ
っ
た
り
と
し
た
呼
吸
と
ポ
ー
ズ
で
、

深
い
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？　

初
心
者
か
ら
経
験
者

ま
で
、
心
身
の
健
康
を
目
指
し
て
！　

年
令
性
別
不
問
。
体
験
に
ど
う
ぞ
！

日
時　

８
月
８
日
、
２２
日
朝
１０
～
１２
時

場
所　

富
士
見
台
２
丁
目
集
会
所
１
階

連
絡
先　

坂
井
０７０
（
５３０５
）
３
０
１
８

２２日（土）朝　親子で遊ぼう・考えよう
� 「プラネタリウムで星を見よう！」

２３日（日）昼＊南市民プラザ映画会
� 『二十四の瞳』

26日（水）夜　６０周年記念事業実行委員会
３０日（日）昼＊図書室のつどい
　　　「遺骨から見える戦後

� ～戦没者３１０万人の戦後史～」

９月１２日（土）夕「ゴールボール体験講座
� パラスポーツをやってみよう！」

13日（日）昼「地域で支える若者の生きる
力―学校から仕事へ、新しい生き方へ」

―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

空に向かって
撮影　本多容子さん（谷保）

で
き
る
か
な
？
（
写
真
：
ｉｰ

Ｃ
Ａ
Ｎ
提
供
）


